
９ 高齢者等のための設備のある住宅の状況 
 
○ 高齢者等のための設備のある住宅の割合をみてみると、「手すりがある」が 42.2％、「またぎやす
い高さの浴槽」が 19.6％、「廊下などが車いすで通行可能な幅」が 15.6％、「段差のない屋内」が
19.7％、「道路から玄関まで車いすで通行可能」が 11.5％となっており、「高齢者等のための設備は
ない」は 48.2％となっている。 

○ 都道府県別での順位をみると平成 25年の総住宅数に占める割合では、「道路から玄関まで車いす
で通行可能」が全国 13位（11.5％）のほかは、全国 30位前後となっている。 
また、平成 20年から平成 25年のそれぞれの設備の増減率は「道路から玄関まで車いすで通行可

能」（全国 11位）を除き、全国 22位～33位の間となっている。 
＜表９、図５、付表９＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表９　建築の時期別にみた高齢者等のための設備がある住宅の全体に占める割合

長崎県 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比 構成比

総 数 555,300 100.0 234,100 42.2 108,800 19.6 86,700 15.6 109,300 19.7 63,600 11.5 267,800 48.2

昭 和 35 年 以 前 48,300 8.7 20,500 3.7 6,400 1.2 3,800 0.7 3,200 0.6 4,300 0.8 25,000 4.5

昭 和 36 年 ～ 45 年 41,200 7.4 17,800 3.2 6,700 1.2 4,100 0.7 3,200 0.6 4,100 0.7 20,200 3.6

昭 和 46 年 ～ 55 年 101,700 18.3 43,000 7.7 18,300 3.3 12,500 2.3 11,600 2.1 9,200 1.7 50,600 9.1

昭和56年～平成２年 103,900 18.7 40,100 7.2 16,000 2.9 11,300 2.0 10,200 1.8 7,500 1.4 55,400 10.0

平 成 ３ 年 ～ ７ 年 51,700 9.3 19,500 3.5 8,200 1.5 7,300 1.3 7,500 1.4 4,100 0.7 26,000 4.7

平 成 ８ 年 ～ 12 年 57,400 10.3 28,300 5.1 14,500 2.6 15,700 2.8 21,700 3.9 11,200 2.0 20,800 3.7

平 成 13 年 ～ 17 年 47,200 8.5 25,700 4.6 14,700 2.6 12,400 2.2 21,300 3.8 8,100 1.5 15,500 2.8

平 成 18 年 ～ 22 年 46,700 8.4 24,900 4.5 15,200 2.7 12,600 2.3 20,100 3.6 9,800 1.8 16,100 2.9

平成23年～25年９月 17,700 3.2 10,900 2.0 7,800 1.4 6,300 1.1 9,800 1.8 4,600 0.8 4,400 0.8

※数値は居住世帯のある住宅
※「設置率」は「総数(a)」の「総数」(555,300)に占める割合。
※「総数(a)」は、高齢者等のための設備状況「不詳」を含む。
※「総数」は、建築の時期「不詳」、住宅の所有の関係「不詳」を含む。

単位：戸、％
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図５　高齢者のための設備がある住宅割合（％）（平成２５年）
（長崎県）
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付表９　建築の時期別にみた高齢者等のための設備がある住宅割合の他都道府県との比較

設置率 順位 設置率 順位 順位 設置率 順位 設置率 順位 順位

全 国 18,517,700 37.3 － 21,233,900 40.8 － 14.7 － 11,344,800 22.9 － 10,763,500 20.7 － △ 5.1 －

長 崎 県 207,300 38.4 27 234,100 42.2 28 12.9 22 122,200 22.7 29 108,800 19.6 33 △ 11.0 30

設置率 順位 設置率 順位 順位 設置率 順位 設置率 順位 順位

全 国 7,999,600 16.1 － 8,457,200 16.2 － 5.7 － 9,898,600 20.0 － 11,165,800 21.4 － 12.8 －

長 崎 県 83,800 15.5 33 86,700 15.6 31 3.5 22 100,500 18.6 29 109,300 19.7 32 8.8 31

設置率 順位 設置率 順位 順位 設置率 順位 未設置率 順位 順位

全 国 6,162,500 12.4 － 6,436,300 12.4 － 4.4 － 23,940,300 48.3 － 24,140,400 46.3 － 0.8 －

長 崎 県 61,200 11.4 22 63,600 11.5 13 3.9 11 265,600 49.3 14 267,800 48.2 9 0.8 17

※数値は居住世帯のある住宅

※「総数」は、高齢者等のための設備状況「不詳」を含む。

道路から玄関まで車いすで通行可能 高齢者等のための設備はない

平成20年 増減率(H20-25) 平成20年 増減率(H20-25)平成25年 平成25年

廊下などが車いすで通行可能な幅 段差のない屋内

平成20年 増減率(H20-25) 平成20年 増減率(H20-25)平成25年 平成25年

手すりがある またぎやすい高さの浴槽

平成20年 増減率(H20-25) 平成20年 増減率(H20-25)平成25年 平成25年


